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夏が近づくこの季節。蒸し暑い日が続いてい
ますが、じゃぶじゃぶ池や泥んこ遊びなど子ども
たちは元気いっぱいで過ごしています 水遊
び後の着替えも、自分でやってみようとする姿
が増えてきましたが、濡れた服を脱いだり、裏
返った服を直したりするのに苦戦する様子も
見られます。ご家庭でも、子どもたちの「自分
でやってみよう」という気持ちを大切にしながら、
一緒に取り組んでいただけると幸いです♪
これからも、一人ひとりの体調に気を配りなが
ら、子どもたちと一緒に夏ならではの遊びや発
見を楽しんでいきたいと思います
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初めてのはさみ遊びは1回切りから始めました。細長い画用紙をチョキチョキ。最
初は2～3人で様子を見ながら行い、ハサミの持ち方、紙の持ち方を伝えつつ、
援助しました。無心で手を動かす子もいれば、カップに入れて「ポテトチップス！」
と見立てる子も。何度も何度も繰り返すことで、どんどん扱い方がうまくなり、自
ら連続切りに挑戦する様子も見えてきました。紙以外にも「これ切ったらどうなる
やろ…」と試そうとする姿があったため、ストローを渡してみると、また違う切り心
地を感じ夢中になっていました。ストローをラーメンに見立て、ラーメン屋さんを
オープンし遊んだり、モールに通して遊んだり…様々な素材や道具を使い、遊び
込みました。

雨がたくさん降った翌日、砂場には大きな水溜まりが！いつ
もと違う砂場に子どもたちは大興奮。水や泥の感触を楽しん
だり、お風呂のように全身浸かったり、お茶碗に水を入れて
スープを作ったりと思い思いに遊ぶ姿がありました☆普段は、
「汚れるのいややなぁ」と不安な様子の子も、友だちと一緒に
入る様子が見られました。中には、足は濡らさずに、スコップ
で水に浮かんだセミやカブトムシなどの型抜きをすくい、「セミ
釣れた！」「カブトムシ取れた！」と釣りを楽しむ子どもも。子
どもたちならではの発想に思わず笑顔になりました フリー参
観日は、保護者の方も一緒に…！感想を聞くと、「泥団子
を水に入れたらシュワ～ってなったのが面白かった」「工事する
のが楽しかった」と、自ら手を上げ自分の気持ちを言葉にし
伝えてくれ、それぞれの面白いをたくさん共有できました。たく
さんお手伝い頂きありがとうございました。

今月の讃美歌・歌
♪かみさまがつくられた
♪アイアイ

クラスの取り組み
＊服の表・裏・前後を意識して着る
＊服を自分で脱ぎ、脱いだ服や
靴下が裏返っていたら元に戻す。

はじめてのはさみ

さんぽ

泥んこ遊び

ほっこりエピソード

担任が事務仕事のためクラスを離れ
ようとすると「どこ行くの…」、終えてク
ラスに戻ると「先生ー！もうお仕事終
わった…？」「おかえりー！」と出迎え
てくれ、愛を感じパワーをもらっていま
す♡クラスに戻ると「もう今日のお仕
事はおしまい？」と。子どもにとっては
パソコン作業＝仕事、保育≠仕事
であることが子どもたちの素直な思い
で、微笑ましかったです。（笑）

↑モールに切った
ストローやボタン通す

↑ビニールテープをハサミで切り
道路に見立て街づくり

↑画用紙の一回切り

↑アイロンでぺちゃんこに…

4月からクラスの虫かごにはダンゴムシがいます。大人の価値観ではお世話ができていないの
では…と思っていたのですが、“町のお掃除屋“という異名の通り、ダンゴムシは虫かごの中の
葉っぱや段ボールを食べながら元気に過ごしています。ダンゴムシと生活し3か月。ふと、子ど
もたちから「お散歩行きたい！」「ダンゴムシを探しに行こう」「お花もあるかな」と声があがりま
した。「ちょっと大人二人では危ないなぁ」と伝えると「誰か先生呼ぼう！」と意見が！問題
に対する解決策を考え、職員室の先生に依頼し、実行できることになりました。当日、広
場に向かう道中から楽しさがにじみ出ており、溝にいるダンゴムシを見つけては止まって…
（笑）広場につくと、自由に遊びを見つけ、花を摘んだり、木の棒を釣り竿に見立ててみ
たり…。幼稚園ではあまりいないバッタを見つけると、帽子を網の代わりにし、静かに忍び寄
り、俊敏に捕獲する姿も見られ、びっくり。友だちと一緒に発見を喜び合いながら、季節の
自然に親しむことができました。
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